
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
物体の一群に含まれた物体を探索する装置であって、
物体 に対して近接配置された電子タグを有し、前記電子タグ は、長距離アン
テナを有する少なくとも１つの長距離トランシーバ部と、短距離アンテナを有する少なく
とも１つの短距離トランシーバ部とを有し、 長距離トランシーバ部 の電子タグの
短距離トランシーバ部及び問合せ機ユニットの 通信

、各短距離トランシーバ部は他の電子タグの長距離トランシーバ部と通信する
ことを特徴とする装置。
【請求項２】
前記物体はコンテナであることを特徴とする特許請求の範囲第１項記載の装置。
【請求項３】
第１コンテナは、隣接する第２コンテナと関連する長距離トランシーバ部の長距離アンテ
ナに信号を送信する短距離アンテナを備える短距離トランシーバ部を有する対応する電子
タグの少なくとも１つを有することを特徴とする特許請求の範囲第２項記載の装置。
【請求項４】
前記物体は、ネスト構成に保管することができるコンテナであることを特徴とする特許請
求の範囲第１項記載の装置。
【請求項５】
第１コンテナは内部にネストされた他のコンテナの少なくとも１つを有し、前記第１コン
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の各々 の各々

前記 は他
いずれか一方と 可能となるように設定

自在であり



テナは、前記他のコンテナの少なくとも１つに関連する長距離トランシーバ部の長距離ア
ンテナと通信する短距離アンテナを備えた短距離トランシーバ部を有する対応する少なく
とも１つの電子タグを有することを特徴とする特許請求の範囲第４項記載の装置。
【請求項６】
前記電子タグは、
前記電子タグに位置情報を提供する手段をさらに有することを特徴とする特許請求の範囲
第１項記載の装置。
【請求項７】
位置情報を提供する前記手段は、少なくとも１つの電子タグに関するＧＰＳ位置情報を提
供するＧＰＳトランスレ一タを有することを特徴とする特許請求の範囲第６項記載の装置
。
【請求項８】

電子タグが 貼着され
ている物体の少なくとも１つのスタックを形成し、少なくとも１つのスタックの唯一の物
体の電子タグは問合せ機と通信するように配置される方法であって、
複数の物体の各々に複数の電子タグの各々を貼着する行程と、
少なくとも１つの柱に前記複数の物体を積層し、少なくとも１つの柱の各々に積層されて
いる物体に貼着されている唯一の電子タグは問合せ機からの信号を受信できるようにする
積層行程と
を有し、
前記唯一の電子タグはマスタ電子タグとみなされ、残りの電子タグの各々は従属電子タグ
とみなされ、物体に貼着されている電子タグの各々は短距離アンテナ及び長距離アンテナ
の一方で隣接する物体の電子タグに情報を通信することを特徴とする方法。
【請求項９】
前記積層行程は、
物体を積層して、複数の物体の各々に貼着されている対応する電子タグの各々が複数の物
体のうちの隣接するものに貼着されている電子タグと通信できるようにする行程であって
、
少なくとも１つの柱のマスタ電子タグの方向に問合せ機信号を送信する行程と、
複数の物体の１つに貼着されている少なくとも１つの電子タグによって問合せ機信号が受
信される少なくとも１つの柱の各々において、少なくとも１つの電子タグから、複数の物
体のうちの隣接するものに貼着されている別の電子タグに従属信号を発する行程と
を有する行程をさらに有し、前記従属信号は問合せ機信号に対する別の電子タグの応答を
不能にすることを特徴とする特許請求の範囲第８項記載の方法。
【請求項１０】
物体に貼着されている電子タグの各々は、物体に関する情報を隣接する物体の電子タグに
通信することを特徴とする特許請求の範囲第８項記載の方法。
【請求項１１】
物体に貼着されている電子タグの各々は、物体の位置特性に関する情報を隣接する物体の
電子タグに通信することを特徴とする特許請求の範囲第８項記載の方法。
【請求項１２】
マスタ電子タグは、問合せ機から信号を受信し且つ電子タグの少なくとも１つに関連する
情報を問合せ機に送信することができることを特徴とする特許請求の範囲第８項記載の方
法。
【請求項１３】
前記情報は、前記電子タグの少なくとも１つのＧＰＳ位置情報を有することを特徴とする
特許請求の範囲第８項記載の方法。
【請求項１４】
各々が長距離アンテナ部と短距離アンテナ部とを有する複数の電子タグの各々を複数の物
体の対応するものに貼着する行程と、
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各々が長距離アンテナ部と短距離アンテナ部とを有する複数の 各々に



問合せ機ユニットを有する大なるネストコンテナに前記物体をネストする行程と、
問合せ信号を前記ネストコンテナに供給し、前記問合せ機ユニットをマスタ電子タグとみ
なし、物体に関連する電子タグの全てを従属電子タグとみなす行程と、
前記問合せ機ユニットから受信した信号に反応して前記従属電子タグから前記問合せ機ユ
ニットに情報を通信する通信行程と
を有し、複数の電子タグのうちの少なくとも１つの電子タグにおいて、長距離アンテナ部
は問合わせ機ユニットと通信し、短距離アンテナ部は前記複数の電子タグのうちの隣接す
るものの長距離アンテナと通信することを特徴とする在庫管理方法。
【請求項１５】
自己在庫管理信号を提供する行程をさらに有し、問合せ機ユニットは身元を獲得し、従属
電子タグは身元を獲得することを特徴とする特許請求の範囲第１４項記載の在庫管理方法
。
【請求項１６】
前記通信行程は、
少なくとも１つの従属電子タグが貼着されている物体に関する情報を前記少なくとも１つ
の従属電子クグから通信する行程をさらに有することを特徴とする特許請求の範囲第１４
項記載の在庫管理方法。
【請求項１７】
前記情報は、前記少なくとも１つの電子タグが貼着されている物体の中身に関することを
特徴とする特許請求の範囲第１６項記載の在庫管理方法。
【請求項１８】
問合せ機ユニットに関する位置ＧＰＳ情報をリモート問合せ機ユニットに転送する行程を
さらに有することを特徴とする特許請求の範囲第１４項記載の在庫管理方法。
【請求項１９】
一群の電子タグからマスタ電子タグを選択する方法であって、各々が長距離アンテナと短
距離アンテナとを有する複数の電子タグの各々を複数の物体の各々に装着する行程と、
前記物体を積層してスタックを形成し、前記スタックの露出面に隣接するものを除いた隣
接する電子タグの短距離アンテナに長距離アンテナの各々が近接するようになる行程と、
複数の電子タグによって受信される第１信号を供給する行程であって、前記第１信号によ
って、前記第１信号を受信するタグの各々が短距離アンテナで従属信号を送信せしめ、前
記従属信号は、従属信号を送信する短距離アンテナと関連するタグから、隣接するタグに
貼着されている長距離アンテナによって受信されるように送信される行程と、
前記長距離アンテナの信号をモニタしてどの長距離アンテナが従属信号を受信しないのか
を判別し、第１信号を受信した後に従属信号を受信しない電子タグをマスタ電子タグとみ
なし、従属信号を受信する電子タグの各々を従属電子タグとみなす行程と
を有することを特徴とする方法。
【請求項２０】
少なくとも１つの長距離アンテナと少なくとも１つの短距離アンテナとを有し且つ第１物
体に取り付けられた第１従属電子タグから、少なくとも１つの長距離アンテナと少なくと
も１つの短距離アンテナとを有し且つ第２物体に取り付けられたマスタ電子タグに情報を
転送する方法であって、

自己在庫管理コマンドをマスタ電子タグに提供する
行程と、
前記マスタ電子タグの前記短距離アンテナから前記第１従属電子タグの前記長距離アンテ
ナに第１従属コマンドを発して、前記第１従属電子タグが前記第１従属コマンドを受信し
たときに前記マスタ電子タグと前記第１従属電子タグとの問に通信リンクを設ける行程と
、
前記第１従属電子タグの前記長距離アンテナから前記マスタ電子タグの前記短距離アンテ
ナに前記第１従属電子タグに関する第１データを転送する行程と
を有することを特徴とする方法。
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【請求項２１】
第１従属電子タグの前記短距離アンテナから第２従属電子タグの長距離アンテナに第２従
属コマンドを発する行程と、
第２従属電子タグの前記長距離アンテナから第１従属電子タグの前記短距離アンテナに第
２従属電子タグに関する第２データを転送する行程と
をさらに有することを特徴とする特許請求の範囲第２０項記載の方法。
【請求項２２】
前記第１従属電子タグの前記長距離アンテナから前記マスタ電子タグの前記短距離アンテ
ナまで第２データを転送する行程をさらに有することを特徴とする特許請求の範囲第２１
項記載の方法。
【請求項２３】
前記自己在庫管理コマンドは、問合せ機ユニットから送信されることを特徴とする特許請
求の範囲第２２項記載の方法。
【請求項２４】
前記マスク電子タグから前記問合せ機ユニットに前記第１データを転送する行程をさらに
有することを特徴とする特許請求の範囲第２３項記載の方法。
【請求項２５】
前記マスタ電子タグから前記問合せ機ユニットに前記第２データを転送する行程をさらに
有することを特徴とする特許請求の範囲第２３項記載の方法。
【請求項２６】
前記第１データは、第１従属電子タグの在庫目録内容を含むことを特徴とする特許請求の
範囲第２０項記載の方法。
【請求項２７】
前記第２データは、第２従属電子タグの在庫目録内容を含むことを特徴とする特許請求の
範囲第２２項記載の方法。
【発明の詳細な説明】

本発明は、電子在庫管理システムに関し、特に、電子タグを使用してスタック（すなわち
、積み重ね）構造やネスト（すなわち、入れ子）構造で保管されている複数のコンテナ内
の特定のコンテナを捜すシステムに関する。

近年、多数の商品が、船舶、航空機、トラック、列車などによって輸送されている。この
傾向は、複数の要因により加速されている。この要因には、製産者間の距離の増大と、在
庫が制限されて生産者が必要なときのみに商品を受け取る「ジャスト・イン・タイム」製
造法と、商品を購入し消費する余裕のある人の殺到の増大とが含まれる。この傾向によっ
て、大きな需要が輸送産業にもたらされている。効率の良い輸送技術を提供することがか
なり必要とされている。
効率の良い貨物輸送の大敵は、貨物の置き違いである。置き違えた貨物を捜すのに必要な
時間は、貴重な人力を消費するばかりではなく、貨物を害したり時代遅れにしたりするこ
ともある。相当量の商品の効率の良い輸送を行うことと、相当量の商品の置き違えに対す
る保護とのバランスとは、かなり微妙である。
限られた空間内へのコンテナの積載のようにコンテナを保管するために使用される効率の
良い方法は、ネストコンテナ（小なるコンテナの複数が１の大なるコンテナにはめ込まれ
ている）である。しかし、ネストになっている商品の位置を忘れることは全く容易であり
、荷主は、貨物が保管されているのがどのコンテナであるかについては曖昧である。ネス
ト方式は、貨物を配置し直すことのできる効率の良い在庫管理システムを必要とする。か
なりの容量のネストの使用に対して全コンテナに保管されている全貨物の在庫管理リスト
を作成することは、編集に相当量の時間を必要とし、またその作成は退屈であり、効率良
く使用することは困難であり且つ信頼性に欠ける。
貨物を効率良く保管する他の方法は、スタッキングである。スタッキングは、コンテナの
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形状及び寸法が同一であり、さらにスタックが可能なように構成されているときに最適に
利用される。相当量の貨物がスタックされるとき、従来の方法は、各コンテナがスタック
される場所を呼び出すために、かなりの在庫管理記録を必要とする。コンテナや貨物船（
各カラム、すなわち柱に多数のコンテナが存在し、各船に多数の柱が存在し、貨物は非常
に良く類似している）などの用途において、在庫目録を呼び戻す仕事は、特に挑戦的であ
る。
物体を捜す多数の用途において有効であることが証明されている道具は、電子タグである
。各電子タグは、在庫管理情報を含むことができる。従来、電子タグは、各項目にのみ付
与され、タグ間の相互作用はなかった。かかる電子タグを含む複数の項目が近接配置して
いるとき、ネストされたりスタックされて電子タグに関連して保管されている物体の正確
な位置を判別しようとするコンテナに対して各電子タグ（及びタグと関係する貨物）を正
確に配置することは非常に困難になっている。または、特定のタグと、このタグが貼着さ
れているコンテナを捜すために使用される携帯ユニットとの間にバリアを設けているコン
テナがある。このバリアは、伝達される信号の１つ以上をブロックし、故に、特定の貨物
コンテナ（または内部に配置されている在庫の内容）の正確な探索を非常に困難なものに
している。
他の問題は、在庫管理されている貨物が再スタックされたり再ネストされるときに、貨物
の相対位置が変化することである。ある貨物が再スタックされたり再びネストされたとき
に最新構造の在庫リストを手で維持することは、かなりの挑戦であり、これは、潜在的な
間違いや混乱につながる。
ネスト構造やスタック構造に保管されている貨物コンテナに電子タグが貼着されている時
に、正確な位置情報を精度良く捜したり、または少なくとも正確な位置情報にアクセスす
ることができるシステムを設けることに需要がある。貨物が再スタックされたり再ネスト
される時に、この正確な位置情報を自動で更新すべきである。

本発明は、電子タグを使用して物体を探索する装置に関する。電子タグは、コンテナに対
して近接して配置することができる。電子タグは、少なくとも１つの長距離トランシーバ
部と、少なくとも１つの短距離トランシーバ部とを含む。各長距離トランシーバ部は、別
の電子タグからの短距離トランシーバ部及び問合せ機ユニットのいずれかと通信すること
ができる。各短距離トランシーバ部は、別の電子タグと関連する長距離トランシーバ部と
通信することができる。

図１は、コンテナのスタッキングとして周知の従来技術のコンテナ保管構成である。
図２は、コンテナのネスティングとして周知の従来技術のコンテナ保管構成である。
図３ａは、「インデックス構成」を使用する本発明の電子タグの一実施例を備えたスタッ
キングコンテナの構成を示す図である。
図３ｂは、「インデックス構成」を使用する本発明の電子タグの一実施例を備えたネステ
ィングコンテナの構成を示す図である。
図４は、電子タグユニットの相対位置を探索するときに問合せ機ユニット及び電子タグに
よって使用される従属コマンド論理の一実施例を示すフローチャートである。
図５は、問合せ機ユニットによってマスタ及び従属電子タグに供給される非従属コマンド
の一実施例を示すフローチャートである。
図６は、位置情報のためにＧＰＳを使用し且つ図３に示すものとは異なるスタックトコン
テナロケータシステムの実施例を示す図である。
図７は、図６の実施例において使用可能なリモートモジュール２１０の一実施例の構成を
示す。
図８は、図６に示すスタックトまたはネスティドコンテナロケータシステムにおいて使用
される問合せ機ユニット１０２の一実施例である。
図９は、図６に示すスタックトまたはネスティドコンテナロケータシステムにおいて使用
される問合せ機ユニット１０２の他の実施例である。
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図１０は、図６に示すスタックトまたはネスティドコンテナロケータシステムにおいて使
用される問合せ機ユニット１０２の最終の実施例である。
図１１は、図３と同様な図であり、電子タグの位置が「交差位置構成」を使用して判別さ
れる様子を示す図である。

本発明において、異なる実施例において同様の機能を実行する素子には、同一の参照符号
が付されている。正確なスタッキング及びネスティングの向きは、周波数と同様に、一例
を示すものであって、本発明を制限するものではない。ラジオ周波数伝送が説明されるが
、赤外線伝送を特にタグ相互のリンクに対して使用することも、本発明に含まれる。要す
るに、適切な通信周波数が、本発明の請求の範囲に含まれて使用される。
本発明のシステムは、多数のコンテナがスタックやネスト構造で保管されるときに、項目
を捜す電子タグの変形された装置を使用する。かかるコンテナは、例えば保管用コンテナ
である。このコンテナは、船舶の船倉や、船が係留している場所近傍の波止場、鉄道操車
場の列車、トラック置き場のトラックコンテナ、多数のコンテナが密接して保管される適
宜の場所に保管されている。このシステムは、特に、相互様式の（ intermodal）貨物輸送
コンテナ、パレット、スタックカートン、スタッキングやネスティング用に構成された船
舶用箱に適用される。
図１に、従来技術のスタッキングコンテナ１０を示す。図１において、スタックされたコ
ンテナ８の一群は、面９に配置されている。図１において、コンテナ１０は、柱１２を形
成するように配列されている。本明細書において、コンテナは、列１４及び層１６からな
るアレイに配置されたものとして考えることもできる。コンテナ１０の大きさが不規則な
ので、列、柱及び層の画定を困難にしている。図１の柱は鉛直方向を向いているが、これ
は必要ではない。本発明において、「柱」、「列」、「層」の用語の各々は、他の２つの
用語に対してほぼ垂直に向けられているものであって、各々の方向に対しては特別な必要
条件を持たない。すなわち、「柱」、「列」、「層」の用語の使用によって、通常の直交
座標系が画定される。
図２に、入れ子構造、すなわちネスティングとして知られている図１に示す構成とは異な
る従来技術の保管コンテナを示す。ネスティングは、１つ以上の内部コンテナ２０ａ，２
０ｂ，２０ｃ，２０ｄ，２０ｅが単一の比較的大なる外側コンテナ（外側コンテナ２２の
一部を想像線で示す）に保管されている場所として定義される。内部コンテナの各々への
アクセスは、外側コンテナ２２を介してのみである。在庫管理の観点から、外側コンテナ
２２の中身は、全内部コンテナ２０ａ－２０ｅの中身を含んでいる。

インデックス構成
図３ａ及び図３ｂに、グローバルポジショニングシステム（以下、「ＧＰＳ」と称す）の
使用を含まない本発明の電子タグ３６の２つの実施例を示す。図３ａは、問合せ機ユニッ
ト４０と、マスタ電子タグ４２と、少なくとも１つの従属電子タグ４４とを含む。問合せ
機ユニット４０は、携帯されたり、乗物や土台に固定されたり、または衛星に配置され、
システムの用途に応じて適宜の構成を採っている。マスタ電子タグ４２の各々は、従属電
子タグ４４の各々と構造が同一であり、従属電子タグ４４と互いに交換可能になっている
。電子タグユニットがマスタまたは従属のいずれで識別されるかは、電子タグの長距離ア
ンテナ４３，４３’が外面４５（図１及び図２参照）に露出しているか否か、または長距
離アンテナが他の電子タグの短距離アンテナと近接通信状態にあるか否かに依存している
。各長距離アンテナ４３，４３’は、他の電子タグの問合せ機ユニット４０及び短距離ア
ンテナ４７のいずれか一方と通信するように構成されている。短距離アンテナ４７は、他
の電子タグの長距離アンテナ４３と通信するように構成されている。マスタ電子タグユニ
ット４２のマスタ長距離アンテナ４３’は、コンテナスタック８の外面４５に露出してい
るので、マスタ長距離アンテナ４３’は、「非妨害（ unblocked）」（コンテナスタック
８の外側に位置している問合せ機ユニットと通信可能）とみなされる。図３ａの実施例に
おける電子タグ４２，４４は、長距離アンテナを介して直交座標系における１の軸に沿っ
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て（柱、列、または層のいずれかと平行に）伝送されるように構成されている。
短距離アンテナ４７は、高指向性に対して低利得且つ高伝送媒体用に構成され、隣接する
長距離アンテナ４３の近傍に配置されたとき、単距離アンテナは、隣接する長距離アンテ
ナのみに対するリンクを設け、他の長距離アンテナとはリンクを形成しない。隣接コンテ
ナのタグとリンクするこの技術は、マスタタグから隣接タグへ、さらに隣接タグから次に
隣接するタグへのリンクを形成し、特定の柱にある電子タグの全てがリンクされる。
好ましい実施例は、アンテナの配置、利得、及び放射パターンを制御することによって、
単一の長距離アンテナを単一の短距離アンテナにリンクする。一実施例（図示せず）は、
短距離アンテナを使用する。この短距離アンテナは、隣接する長距離アンテナと連携して
（ interfit）、短距離アンテナは、隣接する長距離アンテナが他の短距離アンテナから信
号を受信しないように効率良くシールドしている。このような構成は、単一の長距離また
は短距離アンテナと関連する複数の通信リンクの設立を制限するために必要である。
特定のタグが、長距離または短距離アンテナによる複数のリンクを設けるならば、複数の
測定が、多重リンクの影響を緩和するために行われる。１つの技術は、（マスタ電子タグ
から各柱においてコンパイルされるリストを使用する）全タグのリストをコンパイルする
ことであり、複数回カウントされたタグから信号の全てを除去する。別の技術は、従属タ
グによって、長距離または短距離アンテナの一方から別のタグに唯一のリンクを設けて、
タグからの在庫目録を、マスタタグ在庫目録において１回だけカウントすることである。
各電子タグユニット４２，４４は、長距離アンテナ４３，４３’で送信できる長距離トラ
ンシーバ２５と、短距離アンテナ４７で送信できる短距離トランシーバ２９とを含む。各
アンテナ（長距離及び短距離アンテナ）は、２方向ＲＦデータ通信リンクの一方を画定す
ることができる。各本体部４８は、後述する方法で長距離アンテナや短距離アンテナから
の信号の伝送を制御し、さらに、電子タグと関連するコンテナや場合に応じて他の電子タ
グの在庫記録についての特定の情報を記憶する電子工学的ハードウェアやソフトウェアを
含む。周知のモノリシックマイクロ波集積回路技術を本発明において使用すると想定する
。この用途は、２方向データリンクと、データ伝送を読み書きする技術とを必要とする。
各電子タグユニット４２，４４と関連するコンテナの在庫に関して記憶されたデータは、
当該分野において周知の方法で、無線リモート装置を使用して、電子タグユニットへと読
みだされて、長距離メモリに記憶される。例えば、システムのユーザが特定のコンテナに
アスピリンを置いている場合、ユーザは、特定コンテナに対するコードと同様に、（用語
「アスピリン」などの）アスピリンのコードを無線に入力する。このデータ情報は、コン
テナと関連する電子タグの長期メモリに入力される。
コンテナのスタッキングやネスティングは、積分器ユニット４０と対向する周面４５にお
いて、柱２１２毎に１の長距離アンテナ４３’を配置し、故に、アンテナ４３’は、問合
せ機ユニットから遮断されないようになっている。この長距離アンテナは、その柱に対す
るマスタアンテナ４３’になる。マスタアンテナ４３’と関連する電子タグは、マスタ電
子タグ４２になる。マスタ電子タグは、以下の技術を使用して、その柱のコンテナの全電
子タグ３６の累積位置及び事象の在庫情報を獲得する。本発明の「インデックス構成」の
実施例において、マスタ電子タグは、記憶されている在庫目録がマスタ電子回路４２（大
抵の場合タグ）からどれだけ離れているかについての情報を含む（例えば、特定のマスタ
電子タグは、所望の特別に識別された貨物が関連する柱に関連するマスタ電子タグであり
、所望の貨物に、マスタ電子タグの下で所定数の電子タグが含まれている）。
各短距離アンテナ４７は、コンテナや電子タグの部材を透過しない波長及び電力の放射を
生成したり受信したりするように構成されている。長距離アンテナは、１つまたは２つの
コンテナを透過できる波長の放射を生成する大きさを採っている。アンテナに印加される
特定の電力は、経験的に判別され、スタックされるコンテナの性質に応じて変化する。
マスタまたは従属電子タグ４２，４４の各々の短距離アンテナ４７は、隣接する従属電子
タグ４４から長距離アンテナ４３に緊密に近接するように配置される。タグは、各コンテ
ナに従いながらもコンテナのスタッキングを許容するように構成される必要がある。コン
テナのさらなるスタッキングは、図３ａに示すように、上方のコンテナの短距離アンテナ
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４７の次に全長距離アンテナ４３（マスタ長距離アンテナ４３’を除く）を順次配置する
。
また、最下位のスタックコンテナやネストコンテナに配置される短距離アンテナ４２は、
いずれの長距離アンテナとも緊密に近接していない（何となれば、最下位のコンテナの下
に配置される隣接コンテナや対応するタグがないからである）。故に、マスタ電子タグ４
２の短距離アンテナが、下方の電子タグ４４の長距離アンテナ４３に問合せ信号を送信す
る場合、また、（下方の電子タグの各々が上方の電子タグからの信号に反応するように）
各電子タグ４４の短距離アンテナ４２が下方の電子タグの長距離アンテナ４３に順次問合
せ信号を送信するとき、次に、最下位の電子タグ（再開のコンテナに相当する）に最終的
に到達したとき、別の電子タグからの同様な反応は存在しない。
このように、問合せ信号を、近接するコンテナと対応する電子タグの各々に順次送ること
ができる。「問合せ」信号に、その電子タグの各々がマスタ電子タグからどれだけ離れて
いるかに関するインデックス番号を提供するように指標を付すことができる（例えば、こ
の電子タグが所属しているコンテナは、識別されたマスタ電子回路として同一の柱にあり
、その電子タグの下で６個のコンテナである）。
任意の電子タグが問合せ機ユニット４０や上方の電子タグから問合せ信号を受信すると直
ちに、電子タグは、送信するタグの在庫内容と、どのマスタタグが送信電子タグと同一の
柱に存在するか、及び、所望の電子タグがマスタ電子タグの下方のどれだけ離れたところ
に位置しているかを含む応答信号を長距離アンテナで送信する。各電子タグに関連するコ
ンテナの在庫内容は、その電子タグの長距離メモリに記憶され、そのコンテナに関連する
コンテナの内容が変更されたときだけ変更される。同一のマスタ電子タグと関連するとと
もに短距離アンテナ４７で「応答」信号を受信する（マスタ電子タグに近い）下方インデ
ックス番号を備えた他のノンマスタ（ non-master)電子タグは、長距離アンテナで「応答
」信号の同一コピーを再送信する。
各柱のマスタ長距離アンテナ４３’は、問合せ機ユニット４０と通信するために使用され
るアンテナでしかない。これを保証する第１の技術は、コンテナのスタッキングやネステ
ィングが全長距離アンテナ（マスタを除く）の伝送を実質的に遮断し、従属長距離アンテ
ナのみが、近接するタグの対応する短距離アンテナに対して送信することを必要とする限
定された伝送範囲に送信することができるように、コンテナ及びアンテナを構成すること
である。このように、長距離アンテナ（マスタを除く）は、問合せ機ユニットと通信する
ことができない。
マスタだけが問合せ機ユニット４０と通信することができる長距離アンテナであることを
保証する第２の技術は、複数のコンテナのスタッキングが、全短距離アンテナ放射から発
せられた放射が隣接する長距離アンテナを除く全てのアンテナに達することを遮るように
、コンテナ及びアンテナ設計が備えていることである。これは、短距離アンテナへの送信
電力をかなり抑制することによって行われる。コンテナのスタッキングが終了したときに
、「自己在庫管理」コマンドが問合せ機ユニット４０から送信される。自己在庫管理コマ
ンドは、マスタ長距離アンテナ４３’と他の全長距離アンテナ４３とによって受信される
ことを意図している。自己在庫管理コマンドを受信すると、対応するタグの各々は、短距
離アンテナで「従属」コマンドを送信する。マスタ長距離アンテナは、短距離アンテナ４
７に隣接しない長距離アンテナであり、故に、短距離アンテナからの従属コマンドを受信
しない。
従属コマンドを受信する長距離アンテナ４３と関連する電子タグ４２は、隣接する短距離
アンテナ４３からのように、識別されたものを除いてコマンドに応答することが禁止され
ている。この処理は、電子タグが「自己在庫管理」コマンドを受信した後まもなく「従属
」コマンドを受信しないかどうかという論理に続き、その長距離アンテナは短距離アンテ
ナに隣接せず、故に、マスタ長距離アンテナ４３’になるように、外面４５と接した状態
にある。比較によって、「自己在庫管理」コマンドの後まもなく「従属」コマンドを受信
する電子タグは、マスタ電子タグではなく、従属電子タグ４４になる。従属電子タグ４４
は、問合せ機からは直接制御されず、問合せコマンドに応答して送信しない。
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自己在庫管理コマンドを実行する（図４に示し、また後述する）ことによって、マスタ電
子タグは、そのメモリシリアル番号に、在庫の内容と、従属する全タグに対して必要な情
報とを有する。マスタ電子タグメモリを含むことによって、従属電子タグの次数のリスト
と、各従属電子タグ（または対応するコンテナ）の相対位置とを判別することができる。
このように、マスタ電子タグと通信することによって、全電子タグの位置及び内容は、（
全電子タグと関連するコンテナの内容と同様に）判別することができる。
上述の問合せ信号及び応答信号を使用して、電子タグは、どれがマスタ電子タグであるか
、どの電子タグが柱の最下位に配置されたコンテナに対応しているか、各柱内でマスタ電
子タグと関連する電子タグの各々の相対位置（インデックス番号によって参照される）は
何であるか、を判別する。この情報の全ては、「応答」信号を受信した後、各マスタ電子
タグ４２のソフトウェアに記憶される。
タグの状態（どのタグが従属で、どのタグがマスタか）は、別の「自己在庫管理」コマン
ドを受信して上記問合せ信号－上記の応答信号を実行したり、または、「非従属」コマン
ドを受信することのいずれかによって、反転せしめることができる。
「非従属」コマンドによって、別の長距離距離アンテナ（または長距離アンテナのセット
）をマスタにすることができる。マスタアンテナのこの変化は、問合せユニットが置かれ
ている場所の変化があれば、必要となる。「非従属」コマンドは、コンテナが別のコンテ
ナに対して再配置される場合に重要となる。「非従属」コマンドに続くのは、「自己在庫
管理」コマンドである。
図３ｂは、コンテナスタック８がより大きなネスティングコンテナ４９の内部にネストさ
れているネスティド構成を採る以外は、図３ａと同一である。また、箱詰めされた問合せ
機ユニット５０は、マスタタグ４２に対して信号を送受信する内部アンテナ５２を有する
。内部アンテナ５２は、図３ａの実施例の問合せ機ユニット４０のアンテナ５２’と同じ
機能を果たす。
アンテナ５８を備えたリモート問合せ機ユニット５６は、箱詰め問合せ機ユニット５０の
外部アンテナ５４に信号を供給する。問合せ機ユニット５０は、図３ｂのマスタタグ４２
に問合せ機コマンドを与えてその結果である位置情報を記憶することができるソフトウェ
アを有する。実際、問合せ機ユニット５０は、図３ｂの実施例のマスタタグ４２に対する
マスタとなっている。
交差位置構成
本発明のインデックス構成部に記載した実施例（図３ａ及び図３ｂ）は、その所望のタグ
が特定のマスタ電子タグからどれだけ離れているかを判別するが、別の実施例は、複数の
直交面からの交差位置（ cross fixes）を使用して電子タグ１４２の探索を可能にする。
この構成において、図１１に示すように、問合せ信号は、最初に全マスタタグ１４３ａに
供給され（カラム１２ａを画定したときの第１方向と対応する）、次に、１のマスタタグ
１４３ａ’は、所望の電子在庫目録に貼着された（または含まれる）所望の電子タグと対
応するマスタタグとして識別される。次に、同様なプロセスが行われて、複数のマスタタ
グ１４３ｂを含む対応するカラム１２ｂとして第２方向を画定し、特定の所望のマスタ電
子タグ１４３’が探索される。所望の電子タグ１４２の位置は、結果であるマスタ電子タ
グ１４３ａ’，１４３ｂ’の位置を交差特定することによって判別される。
インデックス構成は、各電子タグのインデックスに関する情報（各従属タグがマスタタグ
から何枚の電子タグ分だけ離れているか）を提供する電子タグを必要としたが、交差位置
構成は、かかるソフトウェアを必要としない。しかしながら、交差位置構成は、貨物が規
則的にスタックされて、ノンマスタ長距離アンテナが近傍の短距離アンテナに非常に近接
している構成を必要としている。電子タグは、交差位置を得るために、２軸に沿って機能
する能力を有することも必要である。これは、別々の軸に沿って動作する２次元または３
次元タグを供給することによって、または、各々が連続して動作する単軸電子タグの２つ
または３つのセットを供給することによって行われる。
自己在庫管理コマンドの目的は、別の方向から同一のコンテナの中身を探索することであ
り（交差位置構成の各探索中は、異なる面が外面４５として考慮される）、コンテナの位
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置が最初の「自己在庫管理」コマンドから引き出された場合、または、探索されたコンテ
ナの交差位置を判別し、交差位置の実施例のように検索されたコンテナへの最も容易なア
クセスを判別する。
電子ソフトウェア
図４に、各電子タグに含まれるソフトウェアの一実施例を示す。電子タグは、本発明の「
インデックス構成」の実施例（図３ａに図示）のスタッキングバージョンにおいて従う従
属電子タグ４４の各々にマスタ電子タグ４２から供給される「問合せ」信号と関連してい
る。「問合せ機が自己在庫管理コマンドを受け取る」コマンド４０２において、システム
のユーザは、コマンドを問合せ機ユニット４０（ユニット４０は携帯、または地上に設置
され、または衛星に配置される）に供給して、自己在庫管理コマンドを送信する。問合せ
機ユニットを作動させる技術は、特定システムの各々に対して固有である。「自己在庫管
理コマンドが全マスタタグに送信される」コマンド４０４において、自己在庫管理コマン
ドは、問合せ機ユニットから送信される。
「マスタタグが自己在庫目録を受け取る」コマンド４０６において、マスタ電子タグ４２
の長距離アンテナ４３’は、自己在庫管理コマンドを受け取り、マスタ電子タグは、コマ
ンドをメモリに記憶する。この時、マスタ電子タグ４２の長距離アンテナと従属タグの長
距離アンテナとは、ともに問合せ機ユニットから自己在庫管理コマンドを受け取っている
ので、マスタタグの身元は判別しない。「マスタタグが短距離アンテナで従属コマンドを
送る」ステップ４０８において、長距離アンテナで自己在庫管理コマンドを受け取ったタ
グの各々は、短距離アンテナ４７で従属コマンドを送信する。
「マスタタグに隣接するタグが長距離アンテナで従属コマンドを受け取る」ステップ４１
０において、従属電子タグ４４の長距離アンテナは、従属コマンドを受け取り、このコマ
ンドは、隣接するタグの短距離アンテナ４７で送信される。従属電子タグは、「次のタグ
が長距離アンテナで従属コマンドを受け取る」ステップ４１２を使用して、従属コマンド
を短距離アンテナ４７で次に隣接する従属電子タグ４４に送信する。このように、従属コ
マンドは、従属タグ４４の各々の短距離アンテナで反復される。故に、全従属コマンドは
、マスタタグ４２及び別の従属タグ４４の一方の短距離アンテナ４７で送信される。従属
コマンドを受け取らないタグは、マスタタグ４２だけである。
「タグは従属コマンドに応答したか？」というコマンド４１４において、長距離アンテナ
で従属コマンドを受け取った従属電子タグ４４の各々も、長距離アンテナで受領コマンド
を送信する。よって、短距離アンテナで従属コマンドを送信するマスタや従属電子タグの
各々も、まもなく単距離アンテナで受領コマンドを受信することが予想する。マスタや従
属アンテナがかかる受領コマンドを受信しなければ、それは柱の最下位のタグであると考
えられる。この時、各タグは、それがマスタタグ、または従属タグのいずれであるか、さ
らに、それよりも下方にタグがあるか否か、を知っている。この情報は、上方の電子タグ
に送信され、最終的にはマスタ電子タグに送信される。
ステップ４１６の間、各従属タグは、そのシリアル番号と、メモリの内容と、必要な追加
情報とを送信する。スタックの下方に位置する従属電子タグに関する類似した情報が、（
ステップ４１０，４１２にて判別されたように）長距離アンテナで従属コマンドを送信し
たタグに送られる。「情報を受信するタグは従属タグか？」というステップ４１８におい
て、次に下にある従属タグから信号を受信するマスタや従属タグの各々（１つ存在する場
合）は、電子タグが従属であるかまたはマスタであるかに基づいて、上方のタグに同一の
情報を送信すべきか否かを判別する。電子タグが従属であれば、ステップ４１８の目的は
、単に同一柱の下方の電子タグから受信した情報（特定の従属電子タグ４４に関する情報
が加わる）が何であるかを、上方のマスタまたは従属電子タグに転送することである。電
子タグがマスタであれば、ステップ４１８の目的は、必要に応じて問合せ機ユニットに情
報を戻すために、受信した情報の全てを記憶することである（ステップ４２０の間）。
マスタ及び従属電子タグの両方が、マスタ電子タグ及び従属電子タグのいずれか一方とな
るために必要なソフトウェアの全てを含むことを強調すべきである。これは重要である。
何となれば、従属電子タグとマスタ電子タグと（さらに対応するアンテナを含む）の違い
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は、電子タグが他の電子タグに対して位置している場所であるからである。電子タグが従
属タグとして作成されているとき、このタグはマスタタグや隣接する従属タグからのコマ
ンドだけに反応する。
スタックされたコンテナは、上記自己在庫管理機能と互換性のある自動自己在庫管理機能
を実行する。自己在庫管理コマンドを受信したとき、マスタタグは、コマンドを短距離ア
ンテナで隣接するタグに送信する。隣接するタグは、２通りの方法で反応する。
１．　シリアル番号及び電子メモリ内容をマスタタグに送信する。
２．　次に隣接するタグに、シリアル番号及び電子メモリ内容を戻しさらに同様なことを
次に隣接するタグに対して行うように命令する。
ネスティングは、図２に示すように、より大なるコンテナの内部に配置されたコンテナの
場所に言及する。図３ｂのネスティング構成において使用される箱詰め問合せ機ユニット
５０は、大なるコンテナ４９の内側にネストされた小なるコンテナ８の全てから電子メモ
リを、大なるコンテナのメモリにまき上げる。これを行うための方法は２つある。
１．　小コンテナの各々が大コンテナにロードされたときに、小コンテナの電子メモリの
内容が、問合せ機ユニットによって要求されて記憶される。ローディングを終了したとき
、問合せ機ユニットは、全ての小コンテナのメモリの和を大コンテナのタグに送信する。
２．　小コンテナ８がコンテナの内側にネストされるとき、図３ｂの箱詰め問合せ機ユニ
ット５２のアンテナ５２は、大コンテナ４９（スタッキング構成のマスタタグと等価であ
る）の内部に配置されて、投票信号（ polling signal）を送信する。この投票情報を受信
したとき、小コンテナの長距離アンテナの各々は、小コンテナ８の各々の貨物を説明する
電子信号で応答する。マスタ電子タグ４２は、当該分野において周知の方法でこれらの信
号の全てを記憶する。
コンテナは、ネスティング及びスタッキング実施例の両方において、問合せ機によって自
動で在庫管理される。自動在庫管理機能によって、マスタアンテナに関連する電子タグは
、存在する全コンテナのリストを獲得し、各タグから電子メモリの内容をコンパイルでき
る。
図５に、「非従属コマンド」信号の進行の一実施例を示す。「非従属コマンド」信号は、
本発明の「インデックス構成」実施例のコンテナバージョンがスタックされている図３ａ
において、対応する従属電子タグ４４の各々に対して、マスタ電子タグから供給される。
コンテナ（及び対応する電子タグ）が再スタックされたり、またはコンテナが除去されて
マスタ電子タグや従属電子タグの身元を変更するときに、非従属コマンドが必要である。
「問合せ機が非従属コマンドを受信した」ステップ５００において、「非従属とするため
に必要な全タグに、または全マスタタグに、選択的に非従属コマンドが送信される」ステ
ップ５０２において、非従属コマンドを送信するユーザによって、問合せ機ユニット４０
が起動される。
「マスタタグが非従属コマンドを受信する」ステップ５０４において、マスタタグ４２は
、長距離アンテナ４３’でコマンド５０２を受信する。ステップ５０６の間、マスタアン
テナは、短距離アンテナで、隣接する従属タグの長距離アンテナによってピックアップさ
れる非従属コマンドを送信する。隣接する従属タグ４４が非従属コマンドを受信したとき
、タグ４４は、従属すべきマスタや隣接従属タグと自身を切り離し、従属される全タグに
非従属コマンドを発する。マスタ及び従属電子タグの各々を切り離す処理は、ステップ５
０８及びステップ５１０において行われる。
図４及び図５は、本発明の「インデックス構成」の実施例に適用されるような電子タグで
のソフトウェアに関係するが、類似した、若干異なるソフトウェアを、本発明の「交差位
置構成」に対して使用することができる。
上記システム機能は、検索すべき貨物（コンテナ）にユーザが比較的緊密に近接している
とき、良好に機能する。しかし、ユーザが貨物から離れているとき、ユーザに対する貨物
の位置を正確に探索するために、別の技術が必要になることがある（貨物がユーザや問合
せ機ユニット４０からある半径方向にある程度の距離に位置する）。このさらなる位置機
能は、後述するＧＰＳ技術を使用することによって達成される。
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ＧＰＳシステム
以下の記載は、１９９４年４月１８日に出願され「ＧＰＳトランスレータを使用するスト
ックロケータシステム」と題された同時係属アメリカ合衆国特許出願第０８／２２９，２
４４号に示す構造と類似した構造を含む。
本発明の図６乃至図１０の実施例は、図３ａ、図３ｂ、図１１の実施例と比較すると、Ｇ
ＰＳシステムを使用している。前者の実施例は、問合せ機ユニットや地球に対する所望の
貨物の相対位置を送信する（貨物は、例えば、現在の位置の２００フィート、すなわち６
０メータ北で１マイル、すなわち１．８ｋｍ東に位置する）。後者の実施例は、現在の電
子タグのマスタタグの身元とタグに対する相対位置とを送信する（貨物に、特定のマスタ
タグの下方で３つのタグが付されている）。図６において、スタックトまたはネスティド
コンテナロケータシステム１００は、問合せ機ユニット１０２と、マスタ電子タグ１４３
’と、「ＲＦ」リンクを介して問合せ機ユニット１０２と通信する対応する従属電子タグ
１４３と、各マスタ電子タグ１４３’及び従属電子タグ１４４と対応するＧＰＳトランス
レータ２１０と、各々が別々のＧＰＳ衛星１１４に搭載される３つ以上のＧＰＳ送信機１
１６と、を含む。ＧＰＳ送信機１１６は、三角測量によってＧＰＳ受信機を正確に捜すた
めに必要となる。アンテナ１４３，１４３’，１４７，１１０，１１１，１１２，１１３
，２４０，２７０も組合わせて形成される。アンテナ１１０，１１１，１１２，１１３は
、ＧＰＳ送信機１１６（大抵はＧＰＳ衛星１１４に搭載されている）から送信される信号
を使用するＧＰＳアンテナである。アンテナ１４３’は、問合せ機ユニット１０２によっ
てＲＦ通信リンクで情報を転送することができる。長距離アンテナ１４３，１４３’及び
短距離アンテナ１４７の機能は、図３ａ及び図３ｂの対応する長距離アンテナ４３，４３
’及び短距離アンテナ４７と類似している。しかしながら、マスタ長距離アンテナ１４３
’が作動しているとき、後述するＧＰＳインターフェース部２２０も作動する。故に、図
６乃至図１０の実施例において、図３ａ及び図３ｂの実施例に記載されるように送信され
る電子タグに対する別の電子タグの相対位置のみならず、ＧＰＳ位置情報も送信すること
ができる。
コンテナロケータシステム１００を使用して位置情報を得るために、以下の技術が使用さ
れる。なお、図６乃至図１０にシステム１００の一部を示す。地球を実際に周回するＧＰ
Ｓ衛星１１４は、およそ２４機存在する。ＧＰＳ衛星１１４からＧＰＳ受信機１２０（問
合せ機ユニット１０２の内部に配置されている）やＧＰＳトランスレータ１０６までの距
離は、ＧＰＳ衛星１１４に配置された複数のＧＰＳ送信機１１６から受信機１２０（また
はＧＰＳトランスレータ１０６）まで送られる別々の信号の時期を選ぶことによって、判
別される。ＧＰＳトランスレータ１０６は、受信した信号周波数を、問合せ機ユニットが
取りあげることのできる周波数帯域に変換し、アンテナ１１３で別々のＧＰＳ信号として
再送信する。
問合せ機ユニット１０２は、各衛星１１４に配置されたＧＰＳ送信機１１６から２つの異
なるＧＰＳ信号を受信する。第１の信号は、ＧＰＳ衛星からの直接信号である。第２の信
号は、リモートモジュール２１０に含まれているＧＰＳトランスレータ１０６にＧＰＳ衛
星１１４から送られて（周波数）変換された信号である。なお、このリモートモジュール
２１０において、周波数は、変更されてアンテナ１１３（図７参照）で問合せ機ユニット
１０２に再送信される。ＧＰＳ伝送に関連する通信リンクが、図６において、説明を容易
とするために、唯一のＧＰＳ衛星１１４と、１のリモートモジュール１２０と、１の問合
せ機ユニット１０２との間に図示されている。しかし、同様な通信リンクが、各ＧＰＳ衛
星から現れる。このＧＰＳ衛星は、正しい位置にあり、システム構成に応じて設定される
通信リンクを判別している。
ＧＰＳ衛星１１４からの正確な距離情報は、問合せ機ユニット１０２に配置されたＧＰＳ
受信機２６２（図９及び図１０の実施例においては２６２”）によって、直接またはトラ
ンスレータ１０６を介して得られる。ＧＰＳ受信機１２０（またはトランスレータ１０６
）の空間内での正確な位置は、当該分野で周知の方法で複数のＧＰＳ衛星を使用する三角
測量によって測定することができる。三角測量は、任意の時刻で少なくとも３つの共用Ｇ
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ＰＳ衛星と通信状態にある受信機１２０とトランスレータ１０６との両方を必要とする。
後述する相対ＧＰＳ技術（ relative GPS techniques）が使用されて、受信機（問合せ機
ユニットに含まれる）に対するトランスレータ（リモートモジュール内に含まれる）の相
対位置を判別する。
図７に、本発明の図６のリモートモジュール２１０の一実施例の構成を示す。リモートモ
ジュール２１０は、ＧＰＳインターフェース部２２０と電力管理部２２２とを含む。ＧＰ
Ｓインターフェース部２２０は、ＧＰＳ受信アンテナ１１２と、ＧＰＳフィルタ２２６と
、低雑音増幅器２２８と、ローカルオッシレータ２３０と、ミキサ２３１と、伝送帯域フ
ィルタ２３２と、出力増幅器２３４と、ＧＰＳ再送信アンテナ１１３（長距離アンテナ１
４３と同一構造を使用する）とを含む。電力管理部２２２は、長距離アンテナ１４３と、
短距離アンテナ１４７と、コード受信機２４２と、電力管理装置２４４と、電源２４６と
、電力管理部スイッチ２４８と、ＧＰＳインターフェース部スイッチ２５０とを含む。
ＧＰＳインターフェース部２１０は、ＧＰＳ受信アンテナ１１２を使用するＧＰＳ送信機
１１６（ＧＰＳ衛星１１４に配置）によって送信されるＧＰＳ入力信号を受信し、変換信
号を以下の方法でＧＰＳ再送信アンテナ１１３で再送信する。この変換信号の周波数は、
所定周波数分だけシフトされているが同一の帯域を含む。ＧＰＳ入力信号は、大抵、１５
７５．４２ＭＨｚの周波数で振動する。本発明において、特定の周波数及び素子の使用は
、請求の範囲の一例であって請求の範囲を制限するものではない。ＧＰＳ入力信号は、Ｇ
ＰＳ受信アンテナ１１２によって受信され、ＧＰＳフィルタ２２６に供給される。ＧＰＳ
フィルタ２２６は、ＧＰＳ帯域を選択し、干渉を排除する。次に、ＧＰＳフィルタ２２６
の出力信号は、低雑音増幅器２２８へと送られる。低雑音増幅器２２８は、仮想的にノイ
ズを与えずに信号を増幅する。ミキサ２３１は、ローカルオッシレータ２３０の周波数分
だけＧＰＳ信号の周波数をシフトさせ、その結果、出力信号はおよそ６６０ＭＨｚになる
。伝送帯域フィルタ２３２は、出力帯域を選択し、ノイズ帯域を制限する。
出力増幅器２３４は、伝送帯域フィルタ２３２によって生成された信号を、リモートモジ
ュール２１０と問合せ機ユニット１０２との間の通信路損失の克服に十分なレベルまで増
幅する。リモートモジュール２１０のＧＰＳインターフェース部２２０は、各リモートモ
ジュール２１０内に配置された別のＧＰＳ受信機２１９よりも相当安価な部品を使用する
。本発明は、各コンテナに配置されたフィルタとミキサと１つ以上のオッシレータと、問
合せ機ユニット１０２に配置された１つまたは２つのＧＰＳ受信機とを使用して有効に機
能する。１のリモートモジュール２１０が各コンテナ内で関係できるという事実から、本
発明は、性能を等価としながらもかなりの価格削減を行うものである。
問合せ機ユニットの実施例
図６の問合せ機ユニット１０２とは異なる実施例を、図８、図９及び図１０に示す。図８
の実施例は、ＧＰＳアンテナ１１０と、ＧＰＳ受信機２６２と、コントローラ２６４と、
ユーザインターフェース２６６と、コード送受信機２６８と、コード帯域アンテナ２７０
と、ローカルオッシレータ２７２と、ミキサ２７４と、再送信ＧＰＳ帯域アンテナ１１２
と、問合せユニットスイッチ２７８とを含む。
ＧＰＳアンテナ１１０は、少なくとも４つのＧＰＳ衛星１１４に搭載されたＧＰＳ送信機
１１６から直接ＧＰＳ信号を受け取る。再送信ＧＰＳ帯域アンテナ１１１は、図７のリモ
ートモジュール２１０に搭載されたＧＰＳ再送信アンテナ１１３から変換複合生ＧＰＳ信
号（ translated composite raw GPS signal）を受け取る（送信された複合生ＧＰＳ信号
を復号してリモートモジュール２１０の位置情報を提供することができる）。問合せユニ
ットスイッチ２７８は、ＧＰＳアンテナ１１０と再送信ＧＰＳ帯域アンテナ１１１との間
でＧＰＳ受信機入力を切り替える。ＧＰＳ受信機２６２に供給される信号は、ＧＰＳアン
テナ１１０及び再送信ＧＰＳ帯域アンテナ１１１のいずれか一方によって供給される。コ
ントローラ２６４は、スイッチ２７６の動作を制御する。ユーザインターフェース２６６
は、多くの場合、ディスプレイとキーボード（図示せず）とを含み、どちらにリモートモ
ジュール２１０を配置するかを選択することによってコントローラ２６４の動作を調整し
、各事象毎にコード化されたキーワードを利用する。例えば、アスピリンを捜す場合、各
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マスタタグに用語「アスピリン」を送信し、各マスタタグは、記憶装置の中で用語「アス
ピリン」を検索し、用語「アスピリン」に一致したものを、リモートモジュールに送信す
る。
ユーザインターフェースも、コード送受信機２６８と通信する。コード送受信機２６８は
、ユーザインターフェースによって選択されるように、信号をフォーマット化して（コー
ド帯域アンテナ２７０で）送信する。コード帯域アンテナ２７０は、図７の長距離アンテ
ナ１４３と直接電子工学的通信状態となるように構成されている。システムのユーザは、
データをユーザインターフェース２６６に入力する。ユーザインターフェース２６６は、
図７のリモートモジュールのコードまたはシリアル番号としてかかる明細を含む。次に、
その入力コードは、コード送信機へと送られ、コード化信号は、コード帯域アンテナ２７
０で長距離アンテナ１４３に送信される。アンテナ１４３にて、信号は、図３ａ及び図３
ｂの実施例に対して既述したように処理される。この機能は、継続的に実行されて、領域
内で潜在的に失われる事象の全ての位置をモニタすることもできる。図７のコードトラン
シーバ２４２からのリターン情報は、コード送受信機２６８の受信機部によって受信され
る。コード送受信機２６８は、受信したリターン情報をコントローラに供給する。
問合せユニット１４は、携帯の、または塔内に設置される、乗物に搭載の、または特定の
用途に適した位置に配置されるユニットである。本発明は、商品の輸送における特定の用
途を有する。可動ユニットは、乗物のナビゲーション通信システム（当該分野にて周知）
と組み合わせられて、以下に示す特徴を呈する。
１．　次の荷物として意図された特定の積み荷の位置のインキャブ（ in-cab）表示
２．　その荷物のインキャブ表示に続いて、次の荷物のシリアル番号や身元番号の直接転
送
３．　複数のハードウェア素子の組合せ（例えば、乗物のナビゲーションに使用される同
一のＧＰＳ受信機２６２が次の荷物の位置を表示するために使用される）
ミキサ２７４は、前述のように、図７のローカルオッシレータ２３０と低雑音増幅器２２
８とによって生成されたものと同じ方法で、再送信ＧＰＳ帯域アンテナ１１２によって生
成された信号と、ローカルオッシレータ２７２によって生成されたキャリア信号とを合成
するように動作する。
問合せユニット１０２とリモートモジュール２１０との間の相互関係を説明するために、
選択可用性として周知のＧＰＳの１の特性を考慮する必要がある。ＧＰＳシステムの精度
の点から、政府の代理人は、ＧＰＳ衛星からの信号を時間とともに変更するために、ＧＰ
Ｓシステムに選択可用性を適用してきた。例えば、ＧＰＳ情報は、３０秒間に数百フィー
ト（いわば、１００メータ）程変更することができる。故に、ＧＰＳ受信機にとって、外
側追加情報を用いずに位置を精度良く測定することは困難である。かかる外側情報は、第
１受信機（または、トランスレータ）に比較的近接する周知の位置に配置されている第２
のＧＰＳ受信機を含む。両受信機は、ＧＰＳ衛星から同一の信号を受信し、両受信機は、
実質的に同一の誤差を被る。故に、ＧＰＳ受信機が固定された位置になく、ＧＰＳ衛星に
対する位置を測定できるならば、ＧＰＳ受信機も、（比較される固定受信機の周知の位置
を固定受信機の表示位置と比較することによって）固定受信機に誘導された誤差を測定す
ることができる。非固定受信機は、同一誤差を供給することによって、それ自身の位置を
訂正することができ、非固定受信機（または、トランスレータ）は、正確な位置情報を獲
得する。この処理は、相対ＧＰＳとして周知であり、その基本は当該分野において周知で
ある。
上記トランスレータ機構と関連した問合せユニットの実施例は、少なくとも３つ存在する
。第１実施例を図８に示す。図８において、問合せユニットスイッチ２７８は切り替えら
れて、ＧＰＳ受信機は、リモートユニット２１０（トランスレータ）から再送信ＧＰＳ帯
域アンテナ１１２を介して信号を受信するＧＰＳ衛星から直接、ＧＰＳアンテナ１１０を
介して信号を受信する。図９に、第２実施例を示すが、この実施例は、ＧＰＳ受信機２６
２，２６２’が２つ存在する以外は、図８の実施例と同一である（図８の問合せユニット
スイッチ２７８を設ける必要が無い）。コントローラ２６４は、両ＧＰＳ受信機２６２，
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２６２’から位置情報の一定の入力を受け取り、相対ＧＰＳを使用する図８の実施例につ
いて記載したものと同一の方法で、リモートユニットの位置を計算することができる。
これらの実施例のいずれにおいても、ＧＰＳ受信機は、２つの周波数のＧＰＳデータを受
信する。第１の周波数は、（衛星のＧＰＳ送信機によって送信されるような）直接周波数
であり、第２の周波数は、変換周波数（リモートモジュール２１０によって生成された周
波数変形）である。
図１０に、本発明の第３の実施例を示す。この実施例は、ローカルオッシレータ２７２及
びミキサ２７４が省略されている以外は、図９の実施例と同一である。図１０の実施例に
おいて、ＧＰＳ受信機２６２，２６２’は、干渉を防止するために周波数が異なる２つの
信号を受信する。故に、コントローラ２６４’のソフトウェアは、異なる周波数を補償す
る必要がないのでより簡単になる。
上記技術は、本発明の好ましい実施例の例示である。本発明の変形例は、当業者において
は本発明の請求の範囲内で想到し得るものである。

10

【 図 １ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 １ １ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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